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平成 25 年度鳥取市水道事業審議会 第１回会議 会議録 

 

１ 日時 平成 25年 7月 30 日（火） 午後２時 28分～午後４時 33 分 

 

２ 場所 鳥取市役所本庁舎６階全員協議会室 

 

３ 出席委員 17 名（敬称省略） 

  松原雄平（会長）、池原範雄（会長代理）、牛尾柳一郎、谷本由美子、田渕暉夫、西山靖代、

濵村恵子、広沢京子、保木本征治、前村幸子、政田孝、松本洋光、森田修充、山﨑容子、山

田恵美、山根滋子、山根豊治 

 

４ 水道局説明職員 

  杉本邦利（水道事業管理者）、高見剛（次長）、大島義典（総務課長）、有本尊伸（経営企画課

長）、樽谷栄（料金課長）、竹内敬一（給水維持課長）、河原徹郎（工務課長）、山下俊道（浄

水課長）、山根健吾（河原営業所長）、谷岡昇（青谷営業所長）、中島憲啓（総務課課長補佐兼

財務係長）、西垣昭宏（経営企画課課長補佐兼経営係長）、渡辺寛存（総務課総務係長） 

 

５ 議題 

⑴ 平成 25 年度の事業計画（平成 25 年度当初予算について） 

⑵  その他 

 

６ 配布資料 

  ・日程 

  ・議題⑴ 平成 25年度事業計画(平成 25年度当初予算) 

  ・議題⑵ その他 鳥取市水道事業の当面の課題と今後の水道事業審議会の予定について 

 

７ 会議の経過 

 

○高見次長 定刻より若干早いですが、ただ今から鳥取市水道事業審議会を開催させていただき

ます。本日はお忙しい中、出席いただきましてありがとうございます。私、水道局次長の高見

と申します。よろしくお願いいたします。前審議会委員の任期が、本年６月８日付で終了しま

したことに伴いまして、新しく審議会委員として 20名の皆さまにお願いすることになりました。

任期は２年でございます。よろしくお願いをいたします。 

それでは初めに審議会委員の皆さまに対しまして、竹内市長からお１人ずつ委嘱状の交付を

させていただきます。お名前をお呼びいたしますので、前に進んでいただいてお受け取りくだ

さい。池原範雄様。 

○池原委員 はい。 
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○竹内市長 池原範雄様。鳥取市水道事業審議会委員を委嘱します。平成 25 年７月 30 日、鳥取

市長竹内功、どうぞよろしくお願いいたします。 

○高見次長 続きまして牛尾柳一郎様。 

○竹内市長 牛尾柳一郎様。鳥取市水道事業審議会委員を委嘱します。平成 25年７月 30日、鳥

取市長竹内功、よろしくお願いいたします。 

○高見次長 続きまして谷本由美子様。 

○竹内市長 谷本由美子様。鳥取市水道事業審議会委員を委嘱します。以下省略します。よろし

くお願いします。 

－以下、田渕暉夫様、西山靖代様、濵村恵子様、広沢京子様、保木本征治様、前村幸子様、

政田孝様、松本洋光様、森田修充様、山﨑容子様、山田恵美様、山根滋子様、山根豊治様の順

に委嘱状を交付。内容は略。－ 

○高見次長 どうもありがとうございました。なお、本日は、奥田通雄様、衣川益弘様、増田貴

則様は欠席でございます。以上で委嘱状の交付を終了いたします。続きまして竹内市長からご

挨拶を申し上げます。よろしくお願いいたします。 

○竹内市長 あらためまして皆さんこんにちは。この水道事業審議会、再任の方もおられますが、

新しいメンバーになりまして第１回目の開催に至りました。皆さまにはお忙しい中、この審議

会委員のご就任をご了解いただきましてありがとうございます。これから２年間、鳥取市の水

道事業に係る重要な事項の審議をこの審議会でお願いすることになります。どうぞよろしくお

願いいたします。20名の委員の皆さまのうち、12名の方が再任で８名の方が新任という状況で

ございますが、新任の方は新鮮な目で鳥取市の水道事業の現状と課題を見ていただきたいと思

いますし、また、再任の方には、これまでの経験なども生かして、議論の継続性も確保しなが

ら的確な水道事業の進展についてのご指導を引き続きお願いしたいと思います。 

水道事業というのは、市民生活になくてはなりませんし、鳥取市の産業経済などさまざまな

事業活動にもなくてはならない大切なものであります。ライフラインという言葉がありますが、

水道はその第１のものだと思います。３年目を迎える東日本大震災からの年月、いろいろなこ

とを私も考えて感じてきたわけですが、最初に東日本大震災で我々に求められた救援の声は、

何とか断水している水道を復旧したい、また、すぐには復旧できないので、差し当たりは給水

車を送ってくれないかという声でしたので、給水車をすぐに仕立てて、３月 11日に災害が起き

てから２日後の 13日の朝に鳥取市水道局の職員が給水車とともに、姉妹都市であります福島県

郡山市へ向かいました。その他、乗用車とトラックも同行し、毛布や資材などの救援物資を積

み込んで、総計３台で、３月 13 日に出発して、翌 14日からは給水活動等に従事して大変喜ば

れました。特に、写真も残っておりますが、人工透析患者などが来られる病院に出かけて大変

喜ばれた、新鮮できれいな水がやって来たというので、一般の市民の方に給水するだけではな

くて、こういう病院などで必要とされる水なども鳥取市の給水車で給水をして喜ばれたという

事実があります。 

その後、給水活動を何日かし、予定された日数が終わったので今後どうしようかという話を

した時に、職員の方は帰ってもらっていいけれども、この鳥取市からの給水車を残しておいて
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ほしいという話がありましたので、郡山市に鳥取市の給水車を預けて、職員は帰って来たとい

うような経過もあります。その給水車は郡山市だけではなく、いわき市での給水活動などにも

利用されました。その後、鳥取市に返すということになったときは、大変ありがたかったとい

うことで、当時の水道局長さんが自ら鳥取市まで給水車とともにやって来られまして、しかも

車も大変ピカピカにきれいにして返していただきました。１つのエピソードでありますが、水

道事業の重要性、こういったことがよく表れているように思います。 

さて、鳥取市の水道局において、今後の上水道事業あるいは簡易水道事業に関して、料金の

問題や体制の整備の問題など、いろいろな問題をお諮りすることになりますが、市民の立場に

立ち、また水道事業の経営という立場にも立って、この事業が健全に存続をし、料金も含めて、

市民の皆さんに喜んでもらえる内容になるように、審議会委員の皆さま方には、水道局の皆さ

んとともに一緒になって考えていただき、時にはこうした方がいいよと、水道局の意見と異な

る意見でもどんどん出していただいて、審議会としての意見の集約を図って提出していただけ

れば、それを基に本市でまた検討をして、議会に諮るなどして的確に事業を遂行していきたい

と考えております。皆様は市内でいろいろな経験を積まれ、事業をされたり、あるいは学校の

先生をされたり、いろいろな方がいらっしゃいますので、十分に市民を代表される有識者のご

意見だと考えております。委員になられた皆さんは率直に、ご自身の信じるところをこの審議

会で積極的に述べていただけたらと思います。審議会の開催回数もあまり負担にならないよう

に考えておりますので、どうぞよろしくお願いをしたいと思います。 

以上で私からのご就任へのお礼のご挨拶にさせていただきます。これからよろしくお願いし

ます。どうもありがとうございました。 

○高見次長 どうもありがとうございました。続きまして、審議会会長の選出を行いたいと思い

ます。会長の選出につきましては、鳥取市水道事業審議会条例第５条第１項の規定によりまし

て委員の互選により定めるということになっております。会長の選出に関しましては、事務局

から提案をさせていただきたいと思っておりますが、いかがでしょうか。 

○委員一同 了解です。 

○高見次長 ありがとうございます。そうしますと了解いただけたということで、会長を鳥取大

学の松原雄平様にお願いしたいと思いますがいかがでしょうか。 

○委員一同 －拍手－ 

○高見次長 ありがとうございます。そうしますと会長は、松原雄平様にお願いしたいと思いま

す。会長の松原様は前の会長席に移動をお願いします。続きまして、審議会会長代理の指名を

行いたいと思いますが、会長代理は審議会条例第５条第３項の規定によりまして、会長が指名

することとなっておりますので、松原会長からご指名をいただきたいと思います。よろしくお

願いします。 

○松原会長 はい。それでは私の方からご指名したいと思います。鳥取市自治連合会の池原範雄

様にお願いしたいと思いますが。 

○高見次長 ありがとうございます。池原様という指名がございました。池原様よろしいでしょ

うか。ありがとうございます。そうしますと池原様、会長代理の席へご移動願います。 
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○高見次長 ただ今会長、会長代理が決まりました、ありがとうございました。それでは松原会

長から一言ご挨拶をいただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○松原会長 ただ今審議会の会長という大変な仕事を拝命いたしました松原でございます。水道

事業の審議会ということで、鳥取市民の生活、あるいは鳥取の産業界、県の工業用水の問題で

あるとか、非常に幅広い分野に関与する非常に重要な審議会だろうと思っております。先ほど

も竹内市長からもお話がございましたが、事業の統合でありますとか、あるいは水道料金の改

定というようなことが差し迫っているように承っております。私の方といたしましては、この

度新しい委員としてこの審議会に参加することになりました。多くの方が再任ということも聞

いておりますし、８名の新任の方もおられるということでもございます。皆さまのご協力とご

支援をいただきながらこの審議会の会長の仕事を進めてまいりたいと思っております。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

○高見次長 どうもありがとうございました。ここで竹内市長は次の日程がございますので、退

席をさせていただきたいと思います。よろしくお願いをいたします。 

続きまして、杉本水道事業管理者がご挨拶を申し上げます。よろしくお願いします。 

○杉本水道事業管理者 水道事業管理者の杉本でございます。委員の皆様にはこれから２年間大

変お世話になりますが、どうぞよろしくお願い申し上げます。まずもって、鳥取市の水道事業

でございます。これは大正４年 10月に給水を開始いたしました。今年の 10月で 98 年を迎える

ということになります。全国の水道事業では 29番目、あるいは山陰の都市では、初めての上水

道であったということでございます。これまで市民の皆さんの理解の下で関係者の努力、これ

によりまして着実に発展をしてきたとこういうことが言えると思います。また、昭和 60年には、

当時の厚生省のおいしい水 32都市に選定をされております。また近代水道の 100 選といった施

設として美歎の水源地が選定をされるということで、全国に誇る歴史のある水道でございます。

また、委員の皆さま方には、最近の話題とすれば平成 22 年 12 月に全国一と言われております

膜ろ過浄水施設の江山浄水場、これが完成したといったことも記憶に新しいところだと思いま

す。 

本日の審議会でございますが、平成 25 年度の主要事業、あるいは本市の水道事業の現状、あ

るいは諸課題こういったものの概要を説明させていただきたいと思っております。本市の水道

事業を取り巻く環境でございますが、近年の景気低迷、これに加えまして三洋電機に象徴され

ます本市の製造業の事業再編、大きな波が起こっております。さらに県の企業局の工業用水道、

こちらの方に大口の使用者の切り替えが進むということで、これまでわれわれが想定した以上

に有収水量の減少が進んでいると、厳しい状況にあるといった認識を私は持っております。将

来にわたりまして本市の水道事業を持続、発展をさせていくためには、やはりさまざまな課題

がございます。本日審議会の委員に就任をしていただきました皆さま方には、幅広い視点から

多くのご意見、あるいはご提言をいただきたいと考えております。どうかよろしくお願い申し

上げます。本日は大変お忙しい中ご出席をいただきましたことに感謝を申し上げまして、私か

らのご挨拶とさせていただきます。今日はどうもありがとうございました。よろしくお願い申

し上げます。 
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○高見次長 ありがとうございました。そうしますと、第１回目でございますので、事務局の自

己紹介をさせていただきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

○大島総務課長 総務課長の大島でございます。よろしくお願いします。 

○樽谷料金課長 料金課長の樽谷と申します。よろしくお願いします。 

○有本経営企画課長 この審議会の事務局を担当しております経営企画課長の有本でございま

す。よろしくお願いいたします。 

○竹内給水維持課長 給水維持課長の竹内です。よろしくお願いします。 

○谷岡青谷営業所長 青谷営業所長の谷岡昇でございます。どうぞよろしくお願いします。 

○山根河原営業所長 河原営業所長の山根といいます。どうぞよろしくお願いします。 

○河原工務課長 工務課長の河原といいます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○山下浄水課長 浄水課長の山下といいます。どうぞよろしくお願いをいたします。 

○中島総務課課長補佐 総務課課長補佐兼財務係長の中島と申します。よろしくお願いします。 

○渡辺総務係長 総務課総務係長をしております渡辺と申します。よろしくお願いいたします。 

○西垣経営企画課課長補佐 経営企画課で審議会の事務局を担当させていただいております課

長補佐兼経営係長の西垣といいます。よろしくお願いします。 

○高見次長 それでは、議題に入ります前に本日の会議は、委員の皆さま 20 名中 17名出席いた

だいております。委員の半数以上が出席されておりますので審議会条例第６条第２項の規定に

よりまして、会議が成立することを報告させていただきます。そうしますと議題に入ります前

に資料の確認をしたいと思います。 

  －資料の説明－ 

それではこれより議題に入りたいと思います。ここからの進行につきましては松原会長にお

願いをいたします。よろしくお願いいたします。 

○松原会長 それでは本日の議題に移りたいと思います。先ほど市長からもございましたが、皆

さま、さまざまな団体機関、それから鳥取市民の代表の方々であろうと思います。どうぞご自

由にご忌憚（きたん）のないご意見とかご提案をいただければと思っています。それでは本日

議題につきましてはその他も含めて２点ということでございます。まず第１点目でございます

が、平成 25 年度事業計画についてということで、まず事務局からご説明をいただきたいと思い

ます。 

○大島総務課長 では、議題１の平成 25 年度事業計画についてを資料に沿ってご説明いたしま

す。事前に送付させていただいておりますので、できるだけ簡潔に説明します。資料の平成 25

年度の事業計画（平成 25年度当初予算）をご覧ください。１ページの水道事業ですが、収益的

収支、資本的収支とありまして、初めに収益的収支、これは事業の管理運営に関わる収支です。

これは消費税込みの価格でございまして、収益的収入は 29 億 9485 万円で前年度と比較して

8988 万 1000 円の減、率にしまして 2.9％の減でございます。三洋電機の再編等に伴う給水収益

の減などが主な要因となっております。収益的支出につきましては 31億 7288 万 3000 円を計上

しており、前年度と比較して 3996 万 2000 円の減、率にして 1.2％の減としております。これ

は主に過去に借り入れしている企業債の一部を平成 22 年度～24 年度の３年間で繰上償還して
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おりまして、企業債利息が減となったことによるものです。この結果、収益的収支で差引１億

7803 万 3000 円の赤字を見込んでおります。 

次に資本的収支、これは施設の新設や更新に関わる収支ですが、資本的収入は 13 億 6395 万

8000 円で前年と比較しまして３億 2083 万 6000 円の増、率にして 30.8％の増でございます。河

原インター山手工業団地の整備に伴う出資金及び工事負担金の増が主な要因でございます。資

本的支出は 25億 5276 万 3000 円で前年と比較して 86 万 6000 円の増で、ほぼ前年度程度となっ

ております。河原インター山手工業団地整備に伴う工事請負費の増や企業債の繰上償還に伴う

償還元金の減があります。この結果、資本的収支では差引 11億 8880 万 5000 円の不足額が生じ

ますが、過年度分損益勘定留保資金、これは前年度に使用しなかった内部留保資金ですけども、

これなどで補填（ほてん）する予定でございます。 

水道事業全体の財政規模、これは収益的支出と資本的支出の合計でございますが、57億 2564

万 6000 円で前年度と比較して 3909 万 6000 円の減、率にして 0.7％の減でございます。 

２ページは、この予算額の収益的収支、資本的収支につきまして収入及び支出の大まかな項

目をグラフで表したものとなっております。 

次の３ページと４ページは、参考として平成 25 年２月議会の建設水道分科会で使用した資料

の一部を付けております。３ページのグラフですが、料金収入全体の 95％を占めております鳥

取・国府地域の有収水量、給水収益の推計です。この中で緑、黄、赤の線は水道料金の基とな

る有収水量の値となっています。緑の線は平成 11 年度～19 年度の実績を基にした推計値です

が、黄色の線は 23 年度の料金改定時の財政収支を策定する際に、景気減速や工業用水への切り

替え等の影響を考慮して緑の線よりも見込みを厳しく推計したものです。さらに赤の線は、23

年度は決算を、24 年度は決算見込みを、25 年度は当初予算案ですが、三洋電機再編などの影響

額等を加味して非常に辛く見込んだものとしております。４ページでは 23 年度決算、24 年度

決算見込み、25年度当初予算案それぞれと、料金改定時に策定した財政計画との差を表した表

です。収益的収支の表の一番下、当年度損益という欄がありますが、そこの財政計画との差を

見ていただきますと、23年度決算では当年度損失が 6216 万 6000 円減っておりますが、24年度

決算見込みでは 1240 万 4000 円、25年度当初予算では 1345 万 6000 円、それぞれ損失が増える

と見込んでおります。 

資本的収支の収支差引不足額の欄ですが、各年度とも財政計画よりも下回っておりまして、

料金改定時に策定した財政収支の範囲内と考えております。また、非常に大事な年度末にどれ

だけの現金があるかという年度末資金残高におきましては各年度とも財政計画と比較して増と

なっており、資金は確保されているという状況となっております。 

○河原工務課長 ５ページでございます。平成 25 年度当初予算事業別概要について説明をいた

します。 

第８回拡張事業でございます。配水施設整備費の予算としまして全体で９億 9697 万 6000 円

を計上しておりまして、これは安定給水を行うために主に水道管の新設や、改良整備を行う事

業でございます。具体的内容につきましては、後ほど、別冊の予算関連図面で説明をさせてい

ただきたいと思います。 
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まず、工事請負費ということで９億 5150 万円を計上しておりまして、主に河原インター山手

工業団地に関連します配水施設整備、米里・津ノ井系送配水施設整備、それから丸山・中ノ郷

系送配水施設整備でございます。 

そうしますと別冊の予算関連図面を見ていただきたいと思います。１ページの河原インター

山手工業団地水道施設整備計画図でございます。図面の上の方が北でございまして、千代川の

下流方向、日本海側になります。図面の上の方の真ん中辺りに源太橋、水道局がございます。

そして左の方、ピンク色の丸で囲っておりますが、そこが江山浄水場になります。それから図

面の下の方になりますが、河原インター山手工業団地の予定場所になります。場所としまして

は河原町に道の駅がございますが、その南東方向の丘陵地でございます。まず、事業計画の概

要でございますが、計画給水量としましては右上の方に表がございますが、工業団地への給水

量として１日最大 500 ㎥、それから工業団地に隣接して計画をされております可燃物処理施設

への給水量として 300 ㎥、それから上水道の将来的な計画といたしまして 250 ㎥と 1,090 ㎥、

合わせて日量 2,140 ㎥の計画給水量としております。これはこの周辺で新たな水源を求めるよ

りは、江山浄水場から送る方がより安全で良質な飲料水を安定的に供給することができ、また

将来的にも江山浄水場を有効利用することで、河原地域にたくさんある小規模な施設を無くす

ことによって、効率的な維持管理ができることなどから、江山浄水場から送る計画とし、この

工業団地の周辺地域の山手、郷原地区の給水量として 250 ㎥、それから河原町の中心部でござ

います千代川の左岸側の曳田、渡一木地区への給水量として 1,090 ㎥を見込んで計画をしてお

ります。 

次に事業費でございますが、全体事業費は次の表にありますように 15億 7990 万 7000 円を予

定しております。この事業費は、鳥取市と水道局でそれぞれの計画水量を案分しまして、表の

ような負担の予定となっております。 

次に江山浄水場からの送水計画についてでございますが、上の方の江山浄水場から下りてお

ります送水管がございます。図面ではオレンジ色の破線でございますが、この送水管の途中で

分岐を行いまして、青い線と赤い線がございますが、このルートを通って下の工業団地の新設

配水池に送水をするという計画でございます。送水ルートの途中に、図面では中ほどからちょ

っと下になりますが、新設片山ポンプ場というのがございます。これは、新設配水池が丘陵地

の高い位置にできることからポンプで上げる必要があるということで、図面の赤丸のところで

すが、河原町の片山地区、霊石山の麓辺りにポンプ場を新設する予定になっております。送水

管の内容につきましては図面の左に茶色で囲っておりますが、口径 200mm と 150mm がそれぞれ

5,000ｍと 5,150ｍ、工業団地内は、図面の右下、緑で囲っておりますが、口径 150～200mm の

配水管を 2,220ｍと計画しておりますし、先ほど言いました団地内の丘陵地には 600 ㎥の配水

池を新設するという予定でございます。 

現在の整備状況と今後の予定でございますが、この事業は平成 23年度に着手しておりまして、

24 年度で送水管の約半分、図面では青線の部分の布設をすでに完了しておりまして、今年度は、

残りの赤線の部分を布設する予定でございます。そのルートの途中に長谷橋、袋河原橋、ある

いは新片山橋などの橋の名前がありますが、千代川などの川を横断する箇所が３カ所ございま
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して、それぞれの橋に添架をする予定にしております。今年度の工事につきましては、中ほど

の表のとおり６億 2900 万円を予定しており、内容としましては先ほど説明をしました送水管の

布設や橋梁への添架、それから片山ポンプ場の整備などでございます。ちなみにこの工業団地

に伴う水道施設の整備は、平成 28 年度中頃の完成を目標にして事業を進めているという状況で

ございます。 

続きまして２ページをご覧ください。米里・津ノ井系送配水施設整備とありますが、これは

源太橋の拡幅補修工事に伴って水道管の添架替えをするものでございまして、図面にあります

ように口径 400mm の送水管と口径 200mm の配水管がございます。県の源太橋の工事はすでに去

年の秋頃から通行止めをして実施されており、来年の７月末までの予定となっております。水

道管の工事もこれに合わせて、今年度 25年度、来年度 26 年度の２カ年で施行をする予定とし

ております。 

それから源太橋の左岸側になりますが、図面中央に口径 500mm の送水管があります。現在、

源太橋の通行規制がかかっておりますので、その間に布設工事を行う予定にしております。こ

の送水管は、将来的には図面の左の方にございます江山浄水場から下りてきております青線の

送水管に接続をしまして、千代川の右岸側にございます米里配水池や津ノ井配水池に送水する

予定でございます。予算としては表にございますが 25年度、26年度の２カ年の内、25 年度分

のみの予算として２億 500 万円、それから左岸側の布設工事として 6000 万円を予定しておりま

す。 

続きまして３ページをご覧ください。丸山・中ノ郷系送配水施設整備の図面でございます。

場所は丸山町で陸運事務所のある交差点から浜坂方面に向かう市道沿いでございます。これは

浜坂方面から順次継続をして整備しているものでございまして、口径 350mm の送水管、それか

ら口径 200mm の配水管を耐震化整備する工事でございます。予算的には送配水管を合わせて

4450 万円を予定しております。 

そうしますともう一度元の資料へ戻ってください。５ページの続きでございます。先ほどの

工事請負費の下の方でございますが、その他の配水施設整備とあります。これは図面にはござ

いませんが、吉成地内で都市計画道路を新設される所が一部ございまして、それと同時に配水

管を布設する整備に伴う費用でございます。 

次に委託料でございます。これは先ほど図面にもありましたが、丸山・中ノ郷系送配水施設

整備の中で、途中にあります大きな水路を横断するために推進工事が必要だということで、そ

れに伴う測量設計の業務を行うためのものでございます。 

財源につきましては左の方にございます。企業債、出資金、工事負担金、自己財源等として

おります。 

続きまして６ページをご覧ください。配水管等改良事業でございます。配水工事費としまし

ては、全体で６億 9781 万 1000 円の予算で、これは主に老朽管の更新などに伴って耐震化整備

などを行う事業でございます。工事請負費としまして５億 5993 万 1000 円で、そのうち震災対

策整備事業として１億 9130 万円を予定しております。これは老朽管を耐震管へ布設替えする工

事で、以前から継続して行っている事業でございます。 
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次に鉛製給水管更新事業でございます。これも継続して行っている事業でございまして、鉛

製の給水管をポリエチレンの給水管に布設替えするものです。１億 3600 万円の予算で約 940

戸の改良更新を行う予定でございます。 

その他の工事請負費（原因者工事等）でございます。これは下水道工事や、道路の改良工事、

例えば道路内に水路などの構造物を設けたりする工事などを行う時に、水道管が邪魔になる場

合、その水道管を移設したりするために必要な工事費でございます。予算としましては、２億

3263 万 1000 円を予定しております。 

次に委託料でございます。一番下の、その他の委託料（水管橋耐震診断業務等）というのが

ございます。これは河川などを横断している重要な水管橋の耐震診断を順次行っているもので

して、今年度は２カ所の水管橋の耐震診断を行う予定でございます。 

財源としましては左の方に表がございます。企業債、工事負担金、自己財源等としておりま

す。そうしますと引き続き担当が代わりまして説明をいたします。 

○竹内給水維持課長 委託料の水道管路情報管理システムの構築について説明をさせていただ

きます。鳥取・国府地域のエリアにつきましては、管路図及び管路情報の表示、検索などを迅

速に行うことができる、水道管路情報管理システムを平成 24年度から構築を始めておりまして、

26 年度に完成、27 年度から運用開始を見込んでおります。また河原地域につきましては、完成

後の入力になりますけども、事前に管路情報の整理を今年度行うことにしております。 

○山下浄水課長 ７ページの説明をさせていただきます。諸施設整備事業ということでございま

す。機械及び装置改良費、配水工事費の説明をさせていただきます。予算額は１億 7267 万 6000

円を見込んでおりまして、老朽化した施設の更新につきまして、計画的・効率的に実施をして、

水道水の安定的な供給を図ることとしております。平成 25 年度は導送水管が布設されておりま

す叶水源地に隣接した用地を取得することや、老朽化したポンプの取替えを行うこととしてお

ります。 

機械及び装置改良費のうち、主なものについてご説明をいたします。まず津ノ井ポンプ場の

№１、２のポンプの取替、それから賀露配水地のＵＰＳ装置蓄電池取替工事、ＵＰＳ装置とい

いますのは停電になっても一定時間電気を供給できる装置でございます。それから河原地域で

ございますが、小倉第２加圧ポンプ場の送水ポンプの取替えを予定しております。 

その他のもので主なものをご説明いたしますと、配水池の耐震診断業務、本年度は丸山調整

池、それから砂丘の№１の配水池を耐震診断する予定としております。参考までに耐震診断は

計画を立てて実施をしておりまして、平成 22年度～28年度までの間に 12の配水池について行

う予定としております。 

次に面影配水池の改修工事です。これは 24 年度に面影配水池の耐震診断を行いましたが、そ

の時に劣化しているという診断でしたので、それに基づいて改修工事の計画をしたものでござ

います。 

それから導送水管埋設用地取得業務でございます。これは予算関連図面の４ページの方でご

説明をさせていただきたいと思います。この図面は右の方が北でございますので、上にありま

す千代川は、右の方が下流というような図面でございます。右下に鳥取市水道局叶水源地があ
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りまして、その横に青い破線で表示をしてあります水道管が埋設をされている用地がございま

す。平成 25年度は黄色く着色してある部分、図面上は鉄筋加工場とか、倉庫と表示してありま

すが、ここの用地を取得しようとするものでして、面積は約 600 ㎡でございます。建物が建っ

ておりますので建物の補償費等、それから鳥取市の土地開発公社へ委託をして取得をしようと

しておりますので、それらの事務費などを全部含めまして予算としては 5340 万円見込んでおり

ます。参考までに赤く着色してある部分、こちらにつきましては平成 23 年度～24 年度にかけ

まして取得済みでございます。５ページですけども、この場所の断面図でございます。深いと

ころであれば８ｍ位の所に導水管が埋設されているといった状況でございます。 

そうしましたら、また元に戻っていただけますでしょうか。８ページでございます。その他

の事業及び新規施策等についてご説明をさせていただきます。 

まず有収率の向上対策といたしまして、漏水調査を、鳥取地域の市街それから西部、それか

ら河原地域について行う予定としております。それから公道漏水修理、配水管や給水管の漏水

箇所について修理を行う予算を見込んでおります。それから量水器の購入、修繕及び取替えと

いった費用を計上しております。 

次に⑵水質検査の委託でございます。基本的には、水道局では水質基準項目等自己検査でき

る体制でございますが、農薬であったり、それから青谷地域、こういったものは自己検査して

おりませんので、これらの水質検査の委託料を見込んでいるものでございます。 

それから、⑶広報活動の推進でございます。市報の折り込みパンフレットといったもので、

今日皆さまのお手元に配布いたしました水道局だよりなどがこれでございます。それから、水

道週間行事、ホームページ関係の経費といったものを計上しております。 

それから、⑷施設・設備の修繕及び保全工事でございます。向国安水源地の導水ポンプの№

２と№４という２台のポンプについて、この２台は平成 20 年に設置したもので５年経過します

のでオーバーホールを計画しております。 

○有本経営企画課長 続きまして９ページをお願いいたします。事業名はその他の事業及び新規

施策等ということで３点上げております。 

１点目です。簡易水道整備事業ということで、これは鳥取市の農林水産部から事務を受託し

ているものでございます。簡易水道事業等を平成 28年度末までに上水道事業へ統合する簡易水

道事業統合計画に基づきまして、施設整備に係る事務の一部委任を受け、平成 23年度から設計、

積算、工事監督等の事務を行っております。平成 25 年度は福部地域、蔵見上野地域、これは福

部地域になります、それから明治豊実地域の簡易水道の整備を行っております。 

２点目です。鳥取市水道事業長期経営構想改定及び基本計画の策定ということで、上水道へ

統合します簡易水道区域の今後の将来計画を含めまして、鳥取市全体の水需要を考慮した上水

道事業の基本計画を作成するとともに、健全な水道事業を経営するため、平成 24 年度から鳥取

市水道事業長期経営構想改定及び基本計画策定業務に着手しております。平成 25年度は業務の

中間報告を実施しまして、議会とか、この水道事業審議会などで意見をいただくこととしてお

ります。 

３点目です。鳥取市水道事業 100 周年記念事業関係ということで、鳥取市水道事業は大正４
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年 10 月に給水を開始しまして、平成 27年に 100 周年を迎えることとなります。このため、平

成 27年度を中心としました 100 周年記念事業の実施の計画や、鳥取市水道 100 年誌の発行を計

画しておりまして、現在、編さん作業を行っているところです。 

○大島総務課長 続きまして、10ページの工業用水道事業でございます。青谷町駅南工業団地の

２社に工業用水を供給しておりまして、２社合わせて日量 2,360 ㎥の契約水量がございます。 

  収益的収支の収入ですが 1741 万 2000 円で、前年度と比較して 41 万円の減です。これは移設

工事に伴う負担金の減によるものです。支出は 1061 万 1000 円で、前年度と比較しまして 292

万 1000 円の減、率にして 21.6％の減です。メーター取替に伴う委託料の減が主なものです。

収支差引 680 万 1000 円の黒字で、前年度と比較して 251 万 1000 円の増となっております。 

資本的収支ですが、収入はございません。支出は 959 万 1000 円で、前年度と比較しまして

759 万 9000 円、率にして 44.2％の減で、工事費の減及び企業債償還金の減となっております。

収支差引不足額959万1000円は当年度分の損益勘定留保資金及び利益剰余金で補てんするもの

です。工業用水道事業全体の財政規模は 2020 万 2000 円で、前年度と比較しまして 1052 万円の

減、率にして 34.2％の減でございます。 

次に９ページの今年度の主な事業の概要ですが、青谷駅南工業団地内の企業２社に安定した

工業用水の供給を行うということで、25年度は老朽化した原水濁度計の取替工事を予定してお

りまして、予算額は 273 万円となっております。 

○松原会長 はい。ありがとうございました。25年度の事業計画につきまして、さまざまな項目

でのご説明をいただきました。いかがでしょうか、委員の皆さま、何かご不明なところ、ある

いはちょっとご説明いただきたいとか、ございますでしょうか。どうぞ。 

○田渕委員 河原インター山手工業団地の関連図面の中で、河原地域の上水、曳田・渡一木地区

にも、この工業団地の関連の施設を使って給水するという計画になっておりますけども、現在

実施しています事業では水が足りないというお考えでしょうか。 

○河原課長 渡一木に 1,090 ㎥という計画の水量を上げていると思いますが、これも含めて、現

在、送水施設整備をしているところでございまして、この 1,090 ㎥というのは、だいたい現在、

曳田・渡一木地域が使っておられる水量でございます。 

○田渕委員 ですから、今の施設では対応できなくなるという具合にお考えでしょうか。 

○河原工務課長 いいえ、今ございます河原地域の施設は使用しないで、江山浄水場から送って、

江山浄水場の水を使用したいということです。現在の施設は、最終的には予備で置いておくの

か廃止するのか、まだ決定をしておりませんが、江山浄水場から送る計画だということでござ

います。 

○田渕委員 そうしますと水が足らないという意味ではないわけですね。 

○河原工務課長 はい。水が足らないという意味ではなくて、今の施設を切り替えて江山浄水場

から送るということでございます。 

○田渕委員 はい、分かりました。 

○松原会長 はい、よろしいでしょうか。その他、いかがでしょうか。どのようなことでも結構

ですが。はい、どうぞ。 



12 

○前村委員 質問なんですけれども、１ページの水道事業の収益的収支の 25 年当初予算に書か

れている数字と、４ページの、ここも上の段が収益的収支の数字なんですけども、一番右の平

成 25年当初予算案、緑色の数字が違うのはなぜかなと。１ページと４ページの資本的収支の数

字は同じなんですが、収益的収支の数字が違うのはどうしてかと思って質問させていただきま

した。 

○大島総務課長 １ページ目の表の数字、収益的収支につきましては税込みの数字でございます。

３ページ、４ページにつきましては税抜きの数字を使用しております。それで差が出ていると

いうことでございます。 

○前村委員 分かりました。収益的収支は税抜きで資本的収支は税込みでするというのが基本的

な考え方ですか。 

○大島総務課長 そうです。 

○前村委員 ありがとうございました。 

○政田委員 よろしいでしょうか。私、継続して委員させていただいているんですけども、今の

点、以前ちょっと質問させていただいたことがあると思うんですが、なぜ統一しないんですか。

そのように、お話したことがあると思うんですけども。 

○中島総務課課長補佐 お尋ねの件は収益的収支の予算がどうして税込みで、決算の方が税抜き

になっていて、それを統一した方が良いのではないかというご質問だと思います。予算を税込

みにするというのは、物を買うときにはどうしても消費税込みで買うために消費税込みの予算

を取っておりますし、決算上は、収益的収支は消費税を支払ったりしますので税抜きでという

ことが地方公営企業法で決まっております。そのために、ちょっと分かりにくいですが、予算

は税込み、決算は税抜きといった形になっております。 

○政田委員 今のことは分かるんですけども、平成 25 年当初予算、これは税込みなわけですよ

ね。それで、４ページの平成 25 年度予算案、これは税抜きなわけですよね。 

○中島総務課課長補佐 １ページ目は、本当に予算そのものでして、これは平成 25 年度、24 年

の予算を比較、これはどちらとも税込みです。それで４ページ目のものは、どうしても財政計

画との比較をしたいということで、料金改定のときは税を抜いたもので計算をいたしておりま

す。そのために、ここではちょっと分かりにくいんですけども、平成 25年度の予算案も税抜き

でお示ししたといったことになっております。 

○政田委員 そういうふうに法律で決まっているんでしたら仕方ないですけども、分かりにくい

なというのが率直な意見でして、以前も私、ちょっと確認させてもらったと思います。 

○松原会長 はい、よろしいでしょうか。できればそうした記述の根拠を、例えば、収益的収支

の当初予算については税込みですと、それから４ページの所は税抜きですというその根拠をど

こかに注意書きとして入れていただけると、皆さんへ最初からお分かりになるじゃないかと思

います。やはり数字だけを見させられますので、そういった所は少し注意書きが要ったのかと。

はい、どうぞ。 

○杉本水道事業管理者 はい。私も率直に言うと、分かりにくいというのはよく理解できますの

で、今、会長のご指摘もありましたように今後資料を提示させていただく場合には、しっかり
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記述をするなど、工夫をしたいと思います。 

○松原会長 ありがとうございます。どうぞよろしくお願いしたいと思います。その他いかがで

しょうか。はい、どうぞ。 

○保木本委員 予算の説明の８ページで、有収率の向上対策ということで、１億 3638 万 3000 円

予算計上されており、この中をみると漏水調査なり、公道漏水の修理となっていますが、有収

率の向上ということを漏水だけのものと考えても良いのでしょうか。無収水量というものがあ

るわけですね。メーター不感水量と局事業用の水量。これも料金に跳ね返らないものではない

だろうかと。このメーター不感水量は 24 年度では 64万 3401 ㎥、23 年も 65 万９㎥あったわけ

です。この数字を見ますと、実は青谷町の水量も年間 60 万㎥ぐらいで、料金にして 5800 万円

ばかりの給水収益が生まれているわけです。一口にメーター不感水量だといいますが、5800 万

円ばかりの給水収益がメーターが感知せずに流れている、こう解釈はできないものだろうか。

と申しますのは、やはり有収率の向上を図るためには、漏水防止に力を入れる、当然それはや

るべきでありますけども、有収率の向上を図るためにも、メーター不感水量などの対策も何か

ないのだろうかと。それからもう１点の局事業用水量も年間 48 万㎥や、23 年度 54 万 6000 ㎥

あり、これらも料金に換算してみると 5300 万円ばかりの料金に、これも青谷の料金を基にした

平均的な数値でありますが、やはり 5000 万円も局用の水量として無収水量となっています。こ

の辺の対策というものは、どうなっているでしょうかということを聞きたい。また、局事業用

水量というのは、どういうものなのでしょうか。以上でございます。 

○高見次長 まず、メーターの不感水量ですが、これは、例えば、ポッテン、ポッテン蛇口から

出ていたら、どうしても、そこまで感度のいいメーターを付ける、いや、そこまで感知するメ

ーターがないので、どこまでするかということ、これはやむを得ない話でして、ものすごく高

価なメーターを作ってするのがいいのか、いやそれはこれぐらいのメーターでするのかという

ことで、費用対効果の話になってしまいますが、これぐらいは仕方がないということで、皆さ

んが使っておられて、閉めているけど、ポッテン、ポッテン落ちるとか、メーターが回らない

水量がございますので、それはやむを得ないとして計上しております。 

それから、局事業用水量といいますと、例えば、工事をした後に、管の中を洗って、きれい

にして、皆さんのところに送らないといけませんので、工事の後、消火栓から放水しているの

を見掛けられることがあるかと思いますが、そういうものを局事業用水量として、上水として

お金をかけて作っているんですが、やむを得ない水量ということで計上しております。ではこ

れを、いかにして少ない水量で洗って工事完了するかというようなことは、工夫はさせていた

だいているんですが、やむを得ない、こういう水量も必要ですので、計上せざるを得ないとい

うことで、なるべく使わないようにというのを心掛けております。 

○保木本委員 ありがとうございます。いろいろな対策を講じられているということには理解し

たいと思います。ただ、ポッテン、ポッテン落ちるのが、鳥取市内では年間に 60 万㎥も各家庭

が落としているんだろうかという感じがするわけですね、その辺も１つ調査して対応していた

だければと思います。 

○高見次長 同じ答えになりますけど、そこを、どこまでお金をかけて感知するメーターにする
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のかということです。現状は、全体の３％ぐらい、だいたい全国的にこんなものなんだろうと

思います。 

○保木本委員 実は私も３％、２％だから良いかなと感じたわけです。しかし、それを金額に換

算してみると、それこそ年間にしてみると、青谷町の水道料金は飛んでしまう。河原町の水道

料金もみんな飛んでしまう、もうこれは大きいものだなという感じがしたもんですから、ちょ

っとお聞きしたわけでございます。その辺の対策、１つ頭に入れてお考えいただいたらと思い

ますので、要望でございます。 

○高見次長 ありがとうございます。メーカー等とも相談しないといけませんので、メーカー等

と話をしながらと思っています。 

○松原会長 はい、ありがとうございました。他に何かございますでしょうか。はい、どうぞ。 

○西山委員 ４ページの23年度決算、24年度決算見込額と、あと25年度の予算との差ですけど、

大体 24 年度の決算見込額に倣った予算案ということで、結構具体的な数字だとは思うんですが、

資本的収支の部分で、資本的収入の予算案が 24 年度の決算見込額より大きく増えているようで

す。説明では工事負担金の増などという説明があったと思うんですけど、この増額は全部、こ

の負担金の増ということで理解したら良いんでしょうか。 

○中島総務課課長補佐 お尋ねのところは、平成 24 年度の決算見込みに比べて平成 25 年度の予

算の資本的収入のところがちょっと膨らんでいるんじゃないかということですけども、これは

河原インター山手工業団地等に係る出資金と工事負担金の増ということでございます。 

○西山委員 これだけということですか。 

○中島総務課課長補佐 そうです。主にはそうですね。 

○西山委員 はい。分かりました。ありがとうございます。 

○松原会長 はい、その他いかがでしょうか。よろしいでしょうか。それではとりあえず次の議

題、その他ということになっております。まずはそこに進みまして、また最後に何かありまし

たら、言っていただければと思います。その他の項目でございます。鳥取市水道事業の当面の

課題と今後の水道事業審議会の予定についてということで、事務局の方からお願いいたします。 

○有本経営企画課長 鳥取市水道事業の当面の課題と今後の水道事業審議会の予定についてと

いう資料を見ていただけますでしょうか。１番としまして、鳥取市水道事業の当面の課題とい

うことで、課題を３つ挙げております。 

１点目です。鳥取市水道事業長期経営構想の見直し及び基本計画、財政収支計画の策定につ

いてということでございます。水道事業の経営を取り巻く環境は、給水人口の減少などによる

水需要の低迷が続いています。特に本市においては、大口需要者の事業再編や鳥取県の企業局

が経営する工業用水道への移行による水需要の減少傾向の長期化など非常に厳しいものがござ

います。また、簡易水道事業の上水道事業統合や地方公営企業会計制度の見直しへの対応等さ

まざまな課題を抱えております。このような状況の中、本市水道事業の安定経営を図るため、

昨年度から鳥取市水道事業長期経営構想の見直しと基本計画の策定に取り組んでおります。今

後もアセットマネジメント、アセットマネジメントといいますのは、資産管理のことになりま

すが、アセットマネジメントによる中長期的な視点に立った水道施設の更新計画や財政収支計
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画の策定などにつきまして、早急に取り組みたいと考えております。下に鳥取市水道事業長期

経営構想と基本計画の解説を載せております。 

２ページをお願いいたします。課題の２点目です。鳥取・国府地域、河原地域及び青谷地域

の水道料金統一についてということで、本市水道事業は平成 16年 11 月の９市町村による市町

村合併に伴いまして、鳥取・国府地域、河原地域及び青谷地域の３地域の水道事業を一つの水

道事業として運営しております。３地域の水道料金は合併調整方針によりまして、10年間で段

階的に調整を図り、27 年度に統一することとしております。関連資料１というのを見ていただ

けますでしょうか。鳥取・国府地域、河原地域及び青谷地域水道料金統一の経過についてとい

うことで、以前からの審議会委員の方は審議していただいた内容ですので、ご存じの内容と思

いますが、今回新しい委員の方が８名いらっしゃいますので、再度要点だけご説明いたします。 

１です。水道料金統一の経過ということで、⑴平成 16年 11 月の市町村合併の際、合併協定

書において、水道料金の統一については、以下の合併調整方針が決定されておりますというこ

とで、四角の中に合併調整方針を書いております。その中の⑵番をご覧ください。鳥取市、河

原町及び青谷町上水道の水道料金は、合併年度は現行通りとし、翌年度以降 10年間段階的に調

整を図り、平成 27年度に料金の統一を図るという方針が決定されております。 

この方針に基づきまして、⑵です、河原地域の水道料金改定ということで、これは平成 22

年度に実施しております水道料金の引き下げでございます。結果だけを申し上げますと下の表

になりまして、基本料金が 1カ月につき 1,700 円が 1,200 円に値下げ、それから従量料金が１

㎥あたり 250 円が 180 円に値下げでございます。それで、審議会の経過等ということで下に書

いておりまして３回審議をいただきまして答申をいただいたということでございます。 

それから下にいきまして⑶です。鳥取・国府地域及び青谷地域の水道料金改定ということで、

これは平成 23年度に実施しております。次ページの上から５行目になりますが、アとしまして

鳥取・国府地域の水道料金、これは口径別、従量料金体系となっておりまして、１点目、平均

改定率は 8.04％引き上げでございます。２点目で従量料金の単価の逓増率を現行より緩和をい

たしました。それから３点目、料金算定期間は平成 23 年度～26 年度までということでござい

ます。 

次にイ、青谷地域の水道料金、これは用途別の料金体系となっておりまして平均改定率

11.69％引き上げでございます。この答申をいただくのに、下の方に書いておりますが審議経過

ということで平成 22 年～23 年１月にかけまして７回審議会を開催いたしまして、今の結論で

答申していただいたというような経過でございます。 

３ページをお願いいたします。２番としまして改定後の水道料金ということで、これは現在

の水道料金でございます。一般家庭でメーター口径 13mm、１カ月、20 ㎥使用した場合というこ

とでの料金になります。鳥取・国府地域が 2,016 円、河原地域が 3,150 円、青谷地域が 1,810

円ということでございます。改定したとはいえ、３地域で料金の格差がございます。この３地

域の水道料金を平成 27 年度に統一するということになっておりますので、来年平成 26 年の審

議会ではこのことにつきまして審議をお願いすることになります。 

次ページに、Ａ３の折り込みで鳥取・国府、青谷地域の水道料金改定を行ったときの審議会
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資料を付けておりますので説明は省略いたしますが参考として見ていただけたらと思います。 

次です、課題の３番目になります。簡易水道の上水道への統合についてということで関連資

料２を見ていただけますでしょうか。鳥取市上水道簡易水道等概要図となっております。水色

で塗っております鳥取・国府地域、河原地域、青谷地域の上水道の給水区域が現在水道局が管

理している区域になります。次に緑色に塗っている所は、鳥取市の農林水産部が管理されてお

ります簡易水道の区域になります。77 カ所ございます。この 77 カ所の簡易水道が平成 28年度

末までに上水道へ統合されます。つまり水道局が維持管理していく施設ということになります。

あと、ハード統合区域というのが赤字でありますが、これは管がつながりまして、江山浄水場

から給水される区域になります。次のページにＡ３折り込み２枚で、77 カ所の簡易水道の規模

や、給水人口等のリストを載せております。説明は省略させていただきますが参考にしていた

だけたらと思います。 

次に関連資料３をお願いいたします。簡易水道事業の上水道事業への統合についてというこ

とで、これは読み上げて説明させていただきます。 

１番、事業統合の経緯と現状ということで、本市は小規模な飲料水供給施設を含めた簡易水

道事業等、現時点で 77 カ所有しており、その数は全国でも上位に位置しています。本市の簡易

水道事業等は、その施設の多くが中山間地域に点在しているため、給水効率が悪く、運営経費

も割高となっております。このように本市の簡易水道事業等は経営基盤が脆弱（ぜいじゃく）

であることから、事業の統合化・広域化を推進し、財務・技術基盤の強化を通じた効率的な経

営体制の確立を図っていくことが喫緊の課題となっておりました。このため、本市は厚生労働

省によります簡易水道施設整備に係る国庫補助金交付要綱等の改正を受けまして、平成 28年度

末までに簡易水道事業等を上水道へ統合する簡易水道事業統合計画書を策定しまして、22年３

月に同省に提出して承認を受けております。 

現在は、事業統合期限まで国庫補助を受けまして、市農村整備課が簡易水道整備事業を実施

しています。また、その整備事業の一部は、水道局が事務委任を受けまして 23・24 年度はそれ

ぞれ約３億円の事業を実施して 25 年度～28 年度はそれぞれ５億円の事業を実施する予定とし

ております。 

それで、簡易水道を統合すると何が問題なのかということになるわけですけども、２番とし

まして事業統合の諸課題ということで、平成 28 年度末の上水道事業への統合に向けまして、会

計の統一化と事業の運営経費の不足分に対する一般会計からの繰り入れ、水道料金のあり方、

水道施設の効率的な維持管理などさまざまな課題があります。これらの課題を解決するため、

現在水道局と市農林水産部とで「簡易水道統合に関する連絡会議」を定期的に開催しておりま

す。それと下の方に参考として表を付けておりまして、上水道事業と簡易水道事業の違いを書

いております。上水道事業とは、給水人口が 5,000 人を超える事業をいいます。簡易水道事業

とは給水人口が 5,000 人以下の水道事業をいいます。次のページに、簡易水道を上水道に統合

することを、平成 22年２月に市議会の全員協議会で報告したときの資料を付けておりますので

参考としてご覧いただけたらと思います。 

元の資料に返っていただけますでしょうか。２ページの中ほどをご覧ください。２としまし
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て水道事業審議会任期中ということで、任期は２年でございますので、今日から平成 27年７月

29 日までということで、この間の主な審議事項（予定）ということで書いております。 

１点目です。長期経営構想及び基本計画財政計画についてということで、先ほどご説明いた

しましたがこの審議会でご意見をいただく予定としております。 

２点目です。水道料金の改定ということでございますが、消費税が５％から８％にアップさ

れることが予定されておりまして、決まれば、形式的なものになるかもしれませんが審議会で

審議をお願いすることになるだろうと考えております。 

３点目です。先ほどもご説明いたしましたが、鳥取・国府地域、河原地域及び青谷地域の水

道料金の統一についてと、４点目、簡易水道事業等の上水道事業への統合についてなどという

ことでございます。 

以上長くなりましたが、鳥取市水道事業の当面の課題と今後の水道事業審議会の予定につい

てのご説明でございます。 

○松原会長 はい、ありがとうございました。ただ今事務局から当面の課題ということでご説明

がございました。それからこの任期中ですね、われわれは何をやるべきかということでござい

ましたがいかがでしょうか。どの案件でもどの項目でも結構ですので、ご不明の点等がござい

ましたら、どうぞ。 

○松本委員 簡易水道事業で現在具体的に問題点を抱えている所はあるでしょうか。例えば濁り

水が発生するとか、クリプトの危険性があるとか、あるいは非常に料金が高いとかそういった

特異のケースがあるのかないのか、そこの説明をお願いします。 

○有本経営企画課長 お手元にお配りしております、最後の資料になります。右肩に参考と書い

ておりますが、市議会全員協議会説明資料というのをご覧いただけますでしょうか。２番のと

ころに、本市の簡易水道事業等の現況と課題というのがございまして、本市は小規模な飲料水

供給施設を含めまして簡易水道事業等現時点で、これ 78 と書いてありますけど、現在は 77 カ

所所有しており、全国でも上位に位置しています。このうち多くの施設に老朽化とか、遠方監

視機能の未整備等の問題がございます。さらに一部の施設では配水池の容量の不足、クリプト

汚染の可能性、濁り水の発生等の問題を抱えております。このため早期の整備が必要なものが

現在 47 カ所ございます。裏面に、47 カ所の整備計画と事業費を書いております。事業期間は

合併する平成 28 年度までに事業数を 33カ所整備いたしまして、事業費としては 30 億 5700 万

円。平成 29 年度～35 年度までが 14 施設で 19 億 5600 万円ということで、全体で 47 カ所、事

業費は約 50 億円という現状でございます。 

○松原会長 よろしいでしょうか。その他何かございますでしょうか。はい、どうぞ。 

○前村委員 今の説明に対する質問なんですけど、先ほど説明していただいた簡易水道の整備、

今後の計画のところで事業期間平成22年度～28年度の間に33カ所という当初の計画なんです

けど、それに対して 24 年度が終わったところで何カ所の整備が終わっているのかをお聞きした

いんですけども。 

○有本経営企画課長 平成 22 年度から簡易水道の整備を行っており、現在も整備中でございま

すが、全て何もかにも完成したという箇所はございません。複数年で整備を行っておりますの
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で、現在全て完成したという所はありません。そういう状況でございます。 

○松原会長 どうぞ。 

○保木本委員 ちょっとお聞きしたいんですけど、合併の協議のときに、簡易水道事業について、

それぞれの担当課が協議したのでしょうか。それとも簡水はあくまでも簡水でそのままいきま

すよということで、19 年度になってから市と水道局で話し合いが持たれたんでしょうか。とい

うのは、青谷町の簡水あたりもなかなか良い水でやっておられるんですけれども、上水に統合

した場合に、料金の問題も出てくると思いますし、大変な事業だなと感じるわけですね。簡水

のかたがたは、水が豊富で安心というかね、その辺で上水道にしないという格好で簡水になっ

ていると思いますんで。将来的には私どもできれば鳥取市民であれば、どこにいても同じ料金

で水を飲むんだよと、こういう気持ちにならないと水道事業も発展していかないと思いますん

で、その辺合併時点での協議は全然なかったものか、あるいはあったけども下手になったのか、

その辺はどうでしょうか。あと、一般会計からしっかりと繰り入れていただくということが大

切でないだろうかと思います。その辺も強く要望しておきたいと思います。 

○松原会長 はい、どうぞ。 

○杉本水道事業管理者 まずは上水道事業の合併調整方針を先ほどご紹介しましたけども、簡易

水道もやはり平成 16 年 11 月の合併協定におきまして、平成 28 年度には料金を段階的に統一し

ようということで、ずっといろいろな作業をされています。それで、簡易水道につきましても、

簡易水道事業審議会という水道事業審議会と同様の組織がございまして、そちらで段階的に料

金統一に向けて審議を進めておられます。今の予定ですと、28 年度に 77 の簡易水道の料金が

統一される予定となっております。ただ、合併協議をした後に、事情変更がありました。国の

国庫補助事業です。簡易水道といいますのは零細な事業でございますので、これらの施設整備

の促進をして、組織体制、あるいは企業会計といいますか、会計の整備を図るという視点で、

平成 28 年度末までに上水道事業に統合するのであれば、国庫補助の適用をしましょうといった

ことを国が示されたわけでございます。それで、先ほどお話いたしましたように、簡易水道は、

施設の老朽化等が進んできておりますので、簡易水道との話し合いの結果、上水道事業に統合

するといったことを国に対して提出をして、その承認を受けて、国庫補助の適用を受けて、事

業の促進を図ってきているといった実態でございます。 

先ほどの説明の繰り返しになりますが、現在は簡易水道の方でいろいろお話し合いをしてお

られるわけでございますけど、最終的には上水道に統合をされます。現状を話しますと、だい

たい年間３億円を超える一般会計からの繰出金でもって簡易水道自体は運営をされています。

料金収入で全て賄うといった状況ではございません。ですので、簡易水道の審議会でいろいろ

話がなされていまして、簡易水道が上水道事業になることで、現在上水道を利用されている利

用者の皆さんの料金が跳ね上がるっていうことはやっぱり避けなければならないといったお話

もなされているようです。そういった内容をこの水道事業審議会でもご紹介しますので、簡易

水道の施設整備とか、あるいは料金のあり方とか、統合後の姿なんかをしっかりこの水道事業

審議会で議論していただいて、いろいろな部分でご意見をいただければと思います。 

今一番問題に思っていますのは、簡易水道が平成 28 年に料金を統一しますが、標準家庭での
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今の想定は、大体月額 2,500 円程度なんです。鳥取・国府で 2,000 円ちょっと超えるぐらいで

すので、格差がございます。ここら辺りの取扱いを先進地域の事例を見ますと、一気に統一を

している例もあれば、格差がありますので段階的に統一をしているといった例もあります。手

法もいろいろ考えられますので、またこの審議会でも、他の地域の例も含めていろいろなご意

見をいただいて、統合までの方向性を市長部局の方とも話をしてまとめていきたいと思ってお

ります。今日のところはざっくりした概要のお話しかしておりませんが、これからは、もっと

具体的な内容も含めて、場合によれば、審議会へ担当部局に来てもらって説明をしてもらい、

意見をいただくといったことも考えております。 

○松原会長 はい、ありがとうございました。よろしいでしょうか。その他、何かございますか。

何か話をお伺いしていますと、なかなかこれからが大変な審議があっていくかなという感じが

しておりますが。いかがでしょうか。はい、どうぞ。 

○政田委員 すいません。鳥取・国府地域、河原地域及び青谷地域水道料金統一の経過について、

先ほどご説明ありましたけども、参考資料の財政収支で、料金算定期間というのが平成 23 年度

～26年度となっていますが、これは河原地域、国府地域、青谷地域の水道料金の算定というこ

となんでしょうか。 

○中島総務課課長補佐 これは鳥取・国府地域、それと青谷地域の改定の料金算定期間というこ

とで、平成 23年 12 月～平成 26 年度までの３年４カ月間の算定期間で算定をいたしました。 

○政田委員 この事業財政計画を基に算定したということですよね。 

○中島総務課課長補佐 はい、そうです。 

○政田委員 はい、分かりました。 

○松原会長 はい。その他、いかがでしょうか。ちょっと私の方から。料金算定につきましては、

昨年度までの審議会で議論が何回もあったようで、この開催回数を見ましても、８回にもわた

って会議があったわけですので、26 年度末までの道しるべというか、それはもうあえてここで

議論する必要はないということでしょうか。その審議はもうすでに終わっているということで

しょうか。 

○杉本水道事業管理者 はい。これはあくまで 23 年に料金改定をする際、先ほどの算定期間で

大体３～４年を見通して、この程度の値上げをさせていただくと、持続的な経営ができます。

ただ、損益赤字は出るんですけれども、26年に会計基準の見直し等がございますので、そこで

帳尻が合うといった想定をしていたものです。しかし現状を申し上げますと、先ほど予算のと

ころで説明申し上げました給水収益も、工業用水とか、事業再編とかを想定しながら見ていた

んですけども、それを上回る製造業の事業再編といいますか、事業閉鎖とか、落ち込みが非常

に厳しいという部分が一つございます。また、経済状況もあまりよくない。それから、水道局

自身でコストの縮減策もいろいろな部分で行ってきているといった現状がございます。平成 27

年度に料金統一ということが合併の約束としてございますので、それを念頭に置きますと、今

年度、来年度ぐらいからだいたい状況を見ながら、どういった料金が妥当なのかといった点を

この審議会で話し合いしていただくことになると思います。 

ただ、この算定した 23 年度の時点では、鳥取・国府地域の料金を基本にして 27年に青谷、
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河原の料金を統一していくというのが、審議会の委員の皆さま方の考え方としてはあったと思

います。ただ、先ほどから私が申し上げておりますように、その当時と事情変更が結構ござい

ますし、また決算等も確定してきたりしますので、またこの審議会で現状も含めまして、いろ

いろご意見をいただいて、どんなペースで料金統一を審議していただくかということを、まず

お願いしたいと思います。 

また、もう一つは、先ほどの簡易水道の統合ですね、またここが料金の格差がございますの

で、この辺りの取扱いをこの審議会としてどのように考えるか、あるいは簡易水道審議会でど

ういった審議がされるかといったことも含めて、いろいろご意見をいただければと思っており

ます。現状の考え方は以上でございます。 

○松原会長 はい、ありがとうございました。いかがでしょうか。日程の時間もそろそろ近づい

て来ておりますけれども、最後にこれだけはというようなことがございましたら。はい、どう

ぞ。 

○森田委員 お尋ねを２、３点お願いしたいんですが、一つは予算のところの、一番最初の資料

の２ページでしょうか。図がありますけども、ここでは減価償却とか、そういった項目別に上

がっていますが、施設がたくさんあるわけですけども、例えば耐用年数なんかでいきますと一

番期間が長いものはどのぐらいの施設をお持ちなのか、もちろんケースバイケースでおやりに

なっておられると思いますけど、例えば、定率とか定額とか、そういうことも少し分かればい

いかなと思います。主にお聞きしたいのはその耐用年数がどのぐらいの施設をお持ちなのかと

いうことと、それから右の方の端に、企業債元金の返済とありますが、例えば企業債の残高が

いかほどあるのかとか、もう少し企業債の内容を、例えば、10 年ものとかいうような内容が分

かるといいかなと思いますので、その辺りちょっとご説明いただければと思います。 

○中島総務課課長補佐 お尋ねは２点あったかと思います。まず、施設の耐用年数が大体どんな

ものかということですけども、法律上で長いものは配水池等のコンクリート設備で 60 年、また

水道管の更新が工事としては一番多いので、水道管を法定では 40 年、これは定額法で行ってお

ります。また、起債残高ということになりますと平成 20年度の起債の残高は 180 億円程度ござ

いましたが、現在は 160 億円余りとなっております。 

○松原会長 はい、よろしいでしょうか。その他いかがでしょうか。議題の１点目、２点目どち

らでも結構ですので、よろしいでしょうか。それでは今日の審議会の議題はこれで終了します。 


